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日本・関西の環境・省エネ問題改善の歴史と環境技術

関西に数多く集積する環境関連企業の取組や技術により、環境課題を克服。

1960
年代

現在

水質汚濁 大気汚染 廃棄物

経済発展や工業化に伴い、水・大気・ごみなど、深刻な環境問題・公害が発生。

＝Team E-Kansaiの目指す中国とのビジネス協力＝
①中国の環境（汚染大気、廃水、廃棄物等）・省エネ問題の改善に貢献するともに、中国における環
境配慮型産業の発展（育成及び投資促進）に寄与すること。

②我々の長年にわたる環境・省エネ問題解決の「経験と実績」で蓄積した、「優れた環境技術やノウ
ハウ」をもとに、中国固有のニーズに対応した最適な技術・システムを提案すること。

③事業の長期的な運営・維持管理を重視。そのための収益性の確保やコストダウンを図ること。

世界最高水準のエネルギー効率を誇る、
優れた省エネ技術・ノウハウによる徹底した省エネルギー社会の実現

省エネルギー

加えて
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機密性○

中国

関西・アジア 環境・省エネビジネス交流推進フォーラム
（Team E-Kansai）の概要

ミッション派遣・受入れによる
展示会出展・商談会等の

個別ビジネス支援

ＭＯＵ等ビジネス連携
促進のための

枠組み構築 持続的・自律的ビジネス連携のための

ネットワーク構築

当面の
重点地域

Team E-Kansai

連携

連携

現地政府機関
（例：遼寧省環境保護庁）

現地の関係機関
（例：環境保護協会）

近畿経済産業局

タイ

システム提案型
プロジェクト化支援

（例：タイ エコタウン協力事業）

協力機関(３０機関）

海外展開支援機関
（JETRO、NEDO、HIDA、JICA、中小機構、JBIC、NEXI、PREX、日中

経済貿易ｾﾝﾀｰ、日中経済協会）

地域の経済団体や関連機関
（関西経済連合会、大阪商工会議所、地球環境関西ﾌｫｰﾗﾑ、日
本産業機械工業会、省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ、堺国際ビジネス推進協議
会、わかやま産業振興財団、ＡＰＥＣﾊﾞｰﾁｬﾙｾﾝﾀｰ、ひょうご環境
創造協会、資源ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑｾﾝﾀｰ、国際湖沼環境委員会、新

産業創造研究機構）

自治体等
（大阪府、大阪市、和歌山県、滋賀県、神戸市、京都府、
大阪水環境ｿﾘｭｰｼｮﾝ機構、しが水環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進ﾌｫｰﾗﾑ）

インドネシア

主な取組内容

先行成功モデルの形成

現地のビジネス環境の改善

関西・アジア
環境・省エネビジネス交流推進フォーラム

（TEAM E-KANSAI）
設立 ： ２００８年１１月
会長 ：古川 実 （日立造船(株)代表取締役会長兼CEO）
副会長： (株)クボタ、(株)神鋼環境ソリューション、

リマテックホールディングス(株)
参加企業・団体数 ：１７５社 （２０１６年９月現在）

事務局 ：（公財）地球環境センター
支援機関：近畿経済産業局

各地域に専属コーディネータを配置

ベトナム
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水処理, 87

土壌汚染

対策, 2

廃棄物処

理・リサイク

ル, 3

環境計測・

分析・モニタ

リング, 2

その他環境

関連機器, 2

環境エンジ・ｺ

ﾝｻﾙ・設計・施

工, 6

再生可能エ

ネルギー, 1

エネルギー

効率化, 8 その他, 4

水供給・

上水, 20

下水, 25産業排

水, 26

浄化槽, 
8

その他

水関連, 
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Team E-Kansai 主要構成企業の保有技術

メンバー企業の内、特にアジアでの製品展開に積極的な７９社の保有技術は、
水処理から廃棄物処理・リサイクル、エネルギー分野まで多様な技術をカバー。

4※平成２６年１１月現在



日中合作プロジェクト
（実証事業）

近畿経済産業局 広東省科学技術庁

Team E-Kansai 科技合作研究促進中心

包括協力

ＭＯＵ

【合作プロジェクト推進戦略ボード（仮）】
本連携枠組みから円滑かつ継続的に合作プロジェクトが派生する
よう、専門家等によるアドバイザリー・ボードを設置
• 日本側委員：数名
• 中国側委員：数名
• オブザーバー：広東省科学技術庁、近畿経済産業局
• 役割：合作プロジェクト推進のための意見交換

新規有望案件に関する情報交換等
採択案件に対するフォローアップ

• 事務局：Team E現地コーディネータへ委嘱

目標：実証事業の円滑な推進。民間ビジネス交流の活性化。現地環境の改善

支援

・合作案件提案
・実証事業支援

・ボード運営支援
・合作案件提案

・省内県・市・区との調整

独自補助金創設

NEDO等の既存予算活用

活
動
支
援
（
産
業
振
興
予
算
等
の
活
用
）

• 広東省科学技術庁と近畿経済産業局が締結するオープンイノベーションの推進
およびビジネス交流促進のための包括協力に基づき、環境・省エネ分野において
以下のスキームで日中合作プロジェクトを推進する。

持続的なビジネス構築のための連携体制の構築



問い合わせ先

Team E-Kansai事務局

公益財団法人地球環境センター
国際協力課
TEL:+81-(0)6-6915-4126 
E-mail：gec-teamekansai@gec.jp
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支援機関

経済産業省
近畿経済産業局
通商部 国際事業課（環境・エネルギー海外展開担当）
TEL: +81-(0)6-6966-6051
E-mail: kin-teamekansai@meti.go.jp
Web Site: http://team-e-kansai.jp/en/

mailto:gec-teamekansai@gec.jp
mailto:kin-teamekansai@meti.go.jp
http://team-e-kansai.jp/en/

